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RC造⼗字形接合部のフラジリティ曲線に関するデータベース

説明ファイル

2024/3/15 

⼤地震時耐震性能評価⼩委員会
RC造性能評価WG
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• 本⼩委員会のRC造性能評価WGで提案するRC造⼗字形接合部のフラジリティ曲
線の，根拠データ，計算結果データ，Matlabソースコードをデータベースとして
公開しています。

• 提案フラジリティの詳細については，2021年12⽉3⽇シンポジウム「⼤振幅地震
動に対する耐震性能評価－実験データに基づく建築物の損傷予測︓部材フラジリ
ティと修復コストのＤＢ化を⽬指して－」で，発表された下記の⽂献を参照して
ください。

竹内崇, 岡野創, 白井和貴：RC柱梁接合部を考慮した部材フラジリティの構築，
シンポジウム 大振幅地震動に対する耐震性能評価－実験データに基づく建築
物の損傷予測：部材フラジリティと修復コストのDB化を目指して，日本建築学会
大地震時耐震性能評価小委員会, pp. 71-82，2021年12月

• 本WGでは，RC造⼗字形架構に関する既往の実験データを収集し，⼗字形架構を
接合部降伏余裕度に応じてランク分けをし，損傷度(DS)1〜3（それぞれ，主筋降
伏時変形⾓，コンクリート損傷発⽣変形⾓，終局層間変形⾓）に対するフラジリ
ティ曲線を提案しました。

• また，損傷度3については，主な損傷箇所が梁か接合部かで，DS3ʻとDS4に分類
しています。

概要
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• シンポジウム後の検討を経て，データに関して，以下の修正を⾏っています。

2021.12のシンポジウム発表時からの修正点

・接合部釣合破壊の判定式の⾒直し
・部材の終局曲げ耐⼒の計算を略算式からACI応⼒ブロック法に変更
・多数回繰り返し載荷の実験データの除外
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根拠データ

計算結果データ

Matlabソースコード

提案フラジリティ曲線の根拠となるデータです。
収集した既往の実験データの試験体情報，荷重変形関係の包絡線，各損傷度
の変形⾓データ，DS3の細分類判定結果，引⽤⽂献リストがあります。

実験データを元に，下記のMatlabコードを通じて得られる計算結果データです。
耐⼒計算結果データ，終局変形⾓データ，フラジリティデータがあります。

提案フラジリティ曲線の算出に使⽤されたMatlabソースコードです。
試験体の耐⼒（梁終局曲げ，柱終局曲げ，接合部終局）を計算するコード，
包絡線から終局変形⾓を探索するコード，フラジリティ曲線のパラメータ推
定(ベイズ推定)を⾏うコードがあります。

公開データベースの内容

・公開しているソースコードは千葉⼤学・岡野創研究室（当時）で開発され
たものであり，神⼾⼤学・⽵内崇が⼀部加筆したものです。

・本ページで公開しているデータ，コードを⽤いることによって損害等が⽣じ
ても，本⼩委員会・本WGは⼀切責任を負いません。使⽤者の責任でご利⽤く
ださい。
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Dataset‐v2r53.xlsx

output_joint_zyuzi(exp).xlsx

根拠データ（エクセル）

Matlabソースコード

RC_joint_zyuzi_exp_v3r10a.m

Mskl1p2autoR1.m

M_RbsSkl1p2.xlsx

digitizer1,2w.csv(フォルダ)

rydata.xlsx

rddata.xlsx

SLRGt1.m フラジリティの中央
値と対数標準偏差
（画⾯出⼒）

細分類判定結果.xlsx

ファイルとソースコードの関係性

fragility.xlsx

根拠データ

(包絡線データ)

(試験体データ)

(計算耐⼒データ)

(終局変形⾓データ(DS3))
(降伏変形⾓データ(DS1))

(損傷変形⾓データ(DS2))

(細分類データ(DS3’, DS4))

引⽤⽂献リスト.xlsx

(耐⼒計算)

(終局変形⾓探索)

(パラメータ推定(ベイズ推定))

※ソースコードは岡野先⽣の
研究室で開発されたもの

計算結果データ（エクセル）

(フラジリティデータ)
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Dataset‐v2r51.xlsx

根拠データ︓試験体データ

各試験体のサイズ，材料特性，配筋データ等のリスト

RC造⼗字形架構に関して収集した既往の実験データの試験体情報リストです。
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digitizer1,2w.csv(フォルダ)

根拠データ︓包絡線データ

例）2_A.csv

• 各試験体の包絡線（1回⽬サイクル，2回⽬サイクル）
• 1回⽬サイクルしか読み取れなかった場合，2回⽬はダミーの数値が⼊っている

収集した実験データの荷重変形⾓関係の包絡線データです
各試験体の包絡線のcsvファイルを含むフォルダのZipファイルをUPしています。

（論⽂番号_試験体名.csv）
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rydata.xlsx rddata.xlsx 細分類判定結果.xlsx

根拠データ︓降伏変形⾓データ(DS1)，損傷変形⾓データ(DS2)，細分類データ(DS3’, DS4)

主筋降伏時の
変形⾓データ

コンクリート損傷時の
変形⾓データ

細分類結果データ

降伏変形⾓データ(DS1) 損傷変形⾓データ(DS2) 細分類データ(DS3’, DS4)

収集した実験データから読み取ったDS1,DS2となる変形⾓のデータ，
および，損傷状況の写真，ひび割れ図から損傷度3の細分類を⾏った結果です。

主な損傷
箇所の
判定結果

1:接合部
2:同程度
3:梁

0:損傷度の変形⾓が特定
1:変形⾓の下限値のみ既知



RC_joint_zyuzi_exp_v3r10a.m

47⾏︓⼊⼒ファイル名
268⾏︓出⼒ファイル名
（オプション）
37~38⾏︓ひずみの適合条件の考慮

の有無の選択
41~42⾏︓柱の曲げ終局強度の略算

式の計算⽅法の選択

9

Matlabソースコード︓耐⼒計算プログラム
RC_joint_strength.zip 解凍
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Mskl1p2autoR1.m

24⾏︓⼊⼒ファイル名
25⾏︓⼊⼒フォルダ名（包絡線）
26⾏︓出⼒フォルダ名（包絡線画像）
140⾏︓出⼒ファイル名（M_RbsSkl1p2）

Matlabソースコード︓終局変形⾓探索プログラム

Mskl1p2auto.zip 解凍
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SLRGt1.m

29‐32⾏︓事前分布のパラメータ設定
35⾏︓損傷度の選択（DS1〜３）
38⾏︓分析するランクの選択（5，6は特殊

な条件）
63⾏︓⼊⼒ファイル名(データセット)
66⾏︓⼊⼒ファイル名(計算強度)
70，72，74⾏︓⼊⼒ファイル名(Ry,Rd,Ru)

実⾏

Matlabソースコード︓パラメータ推定(ベイズ推定)プログラム

中央値

対数標準偏差

SLRGt1.zip 解凍
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output_joint_zyuzi(exp).xlsx
計算結果データ︓計算耐⼒データ

• 各試験体の計算終局強度（接合部，梁，柱）に関するデータ
• 耐⼒計算コード「RC_joint_zyuzi_exp_v3r10a.m」での出⼒データ
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M_RbsSkl1p2.xlsx

計算結果データ︓終局変形⾓データ(DS3)

• 各試験体の包絡線を元に探索した終局時変形⾓データ
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fragility.xlsx

計算結果データ︓フラジリティデータ

・根拠データに基づき算出されたフラジリティ曲線（値を丸めたもの）
θ︓中央値，ζ︓対数標準偏差（対数正規累積分布関数）
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連絡先

質問等は下記にご連絡ください。

神⼾⼤学・⽵内崇 takeuchi_t@person.kobe‐u.ac.jp


